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研究成果の概要（和文）：

私たちの感性が身体を媒介として、外部の周囲の空間や形に感応することを通して、舞踊や
演奏における即興や、風景や雰囲気への感興など、理性を通した知とはまた別の、体感に基づ
く知が可能になる仕組みを明らかにすることができた。

研究成果の概要（英文）：
The systematic framework in response of KANSEI to the external space and objects via 
one’s body that allows us to obtain experience-based (but not rational) knowledge (e.g. 
extemporization in dancing or playing the music instruments, or fancy to scenery or 
atmosphere) was revealed. 
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１．研究開始当初の背景 
 2008年度から 2010年度にかけて、科学研
究費補助金(基盤研究(B))「空間における形の
認知を介した『主体』の存立の基底に見る感
覚の根源性についての研究」 (課題番号
20320003)を受けて共同研究を展開したとこ
ろ、「主体」の成り立ちの基底に「感覚」の
働きがあることは明らかになったものの、
「主体」という視座に立っては、必ずや「客
体」との対立・相克に巻き込まれざるを得な
いことも明らかになってきた。 

 ところが、「身体」は、舞踊や宗教儀礼に
おける神との交感など、「身体感覚」を媒介
として「身体」を超えることがあることを考
えるなら、「主体」というより「身体」こそ、
周囲世界に感応することを通して、その有限
性から脱するデバイスであることを実証的
に明らかにする必要に迫られたところから、
本研究の問題意識は樹てられた。 
 
２．研究の目的 
 したがって研究の目的は、身体が周囲の環
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境、すなわち空間や形にどのように感応する
かを実証的に明らかにするとともに、理論的
には、たとえば「即興」や「感興」、「察知」
や「気配り」など、理性に因らない「空気」
感としての知の成り立ちを解明することが
目指された。 
 
３．研究の方法 
 具体的には、舞踊家である辻元が、自らの
テーマをどのように演出して、その舞台や大
道具、背景などに、自らの身体をどのように
感応して舞うのかという、舞踊の成り立ちを
素材として、「感興」や「感応」の機序を分
析するという方法、さらには、宗教儀礼での
踊りに、神との「交感」が成り立つ事例を分
析するという方法、そこに、思想史において
一元論を形成した思想から、理性と感性とを
対比的に捉えるのではなく、連続的かつ包括
的な関係のなかでの感性や感覚、表象の意義
と役割などを抽出、それを、舞踊や宗教儀礼
での実例の分析に用いるという方法で、共同
研究を展開した。 
 
４．研究成果 
辻元は 2010年 9月 29日に、東京田町の「建
築会館」にて、パフォーマンス「縮む 膨ら
む 歪む」を上演、仮想境界面の意識が、次々
に変容させられるパフォーマンスを通して、
変容する空間に感応する現場を顕現させた。
また、2010年 12月 25日に、東京六本木「俳
優座劇場」にて「WANDERING」を上演。
16 枚のパネルに映し出された世界の断片を
人生と見なしながら、時空を踊ることをとお
して、世界の創造と破壊とを現前化させた。
このパフォーマンスを軸に理論的な分析が
展開された。 

2010年 8月 20日には、新潟大学駅南キャ
ンパス「ときめいと」にて公開研究会を開催、
栗原隆が、ドイツにおける表象一元論での
「表象（Vorstelung）」が、イギリス経験論
における「観念（idea）」の訳語であったこ
とを明らかにすることを通して、主体の脱主
体化の脈路で表象が機能することを解明し
た。細田あや子は、「よきサマリア人の表象」
について、図像学的に明らかにした。2010
年 12月 24～25日には、「日本ヘーゲル学会」
第 12 回研究大会を招致、開催、栗原が「懐
疑と感覚」を発表、感覚が主観的かつ個別的
で偶然的であることから生ずる難問と、感覚
が生きる場面とを明らかにした。 

2011 年 9 月 3 日には公開研究会「身体と
感興」を、新潟大学駅南キャンパス「ときめ
いと」にてかいさい。栗原隆が、主体と客体
との包括関係を明らかにするべく、「同一性
と連続性」を発表、辻元早苗も「身体と感興」
を発表、世界と融合する身体について、明ら
かにした。 

別の経費で開催された研究会での成果も
含め、一連の研究成果は、共同研究の発端と
なった成果とも併せ、主に，次の研究書へと
まとめられて公刊された。 
栗原隆・矢萩喜從郎・辻元早苗(編)『空間
と形に感応する身体』(東北大学出版会、2010
年、389頁)、 
栗原隆(編)『共感と感応――人間学の新た
な地平』(東北大学出版会、2011年、381頁)、 
栗原隆(編) 『世界の感覚と生の気分』（ナ
カニシヤ出版、2012年、290頁）。 
総じて一言で言うなら、私たちの感性が身
体を媒介として、外部の周囲の空間や形に感
応することを通して、舞踊や演奏における即
興や、風景や雰囲気への感興など、理性を通
した知とはまた別の、体感に基づく知が可能
になる仕組みを明らかにすることができた
と信じる。 
 また、ここから、かつて一時的に隆盛を見
た哲学的人間学の試みにおいて、原理とされ
た「気分(Stimmung)」が、ややもすると、
個別的で主観的かつ偶然的なものとして受
け止められかねないため、やがて衰退してし
まった歴史的経緯とは裏腹に、「Stimmung」
は「気分」というよりまさしく「感応」であ
って、主観の働きが主観を超える作用をなす
ことが明らかにされた。これは、「感応」あ
るいは「表象」を介して人間と周囲世界との
包括関係のなかで、人間の活動を再把握する
新たな人間学の模索に繋がるスタート地点
に立てたことも、大きな成果に数えいれるこ
とができよう。 
 さらに、理性とはまた違う、身体感覚に知
の発端を見定めたことから、感覚情報を実験
心理学的に分析することを介するなら、感覚
こそが知であるとする感覚主義も、一定の可
能性を持つことが明らかになっている今、心
理学と哲学と、そして本来は「感性論」であ
った美学とが融合するような知の地平を展
望するに至ったことも、今後につながる成果
であったと信じる。 
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